入札書に添付して提出する書類を作成する際の
留意点について


　入札書に添付して提出する書類に不備があると、入札自体を無効または失格として取り扱うこととなる場合や総合評価において評価することができない場合があります。
書類を作成する際の留意点を記載しますので、提出する前に再度ご確認ください。


１　入札後審査型一般競争入札参加申請書
　〇この入札公告に添付している様式を使用してください。
　〇「商号または名称」・「代表者職・氏名」や「工事名」など、
記載すべき項目については、もれなく記載してください。

２　技術提案書
　〇それぞれの様式に記載されている作成上の注意事項を、よく
読んで記載し、必要な証明書類等の写しを添付してください。
⇒記載に不備や添付資料が無い等あれば、当該項目は評価することができない場合があります。
　〇特に様式第3-2号関係は、ワード形式で別途添付していますので見落としの無いよう注意し、また「災害時の活動体制」も記載例を参考に作成し、添付してください。
　〇詳細な内容については、坂出市ホームページ「入札・契約関係例規、約款」ページ内の「総合評価方式の手引き」に掲載していますので、ご確認ください。

３　その他
[bookmark: _GoBack]　〇有効期間内（審査基準日から１年７か月）にある直近の経営規模等評価結果通知書（経営事項審査結果）の写しも、必ず提出してください。
　〇工事費内訳書は、この入札公告に添付している様式を使用して
ください。
